細菌胞子の発芽機構に関する研究 by イリエ, リョウザブロウ & 入江, 良三郎
Osaka University
Title細菌胞子の発芽機構に関する研究
Author(s)入江, 良三郎
Citation
Issue Date
Text Versionnone
URL http://hdl.handle.net/11094/30430
DOI
Rights
-{49} 
氏名・(本籍) 入
学位の種類 工
学位記番号 第
江 良三郎(
学博士
2583 
口苛
学位授与の日付 昭和 47 年 3 月 25 日
学位授与の要件 学位規則第 5 条第 2 項該当
学位論文題目 細菌胞子の発芽機構に関する研究
論文審査委員 (主査)教授照井発造
(副査)教授芝崎勲教授岡田弘輔教授原田篤也
論文内容の要旨
本文記載の研究は、食品の滅菌法に関する基礎的研究であって、細菌胞子の発芽機構について、主
として生理学的な研究をおこなったものである。
細菌胞子に汚染された食品を、温和な条件で滅菌する方法として、胞子の発芽を人工的に誘発する
ことによって、耐熱性を消失させることが考えられる。このような方法の開発を最終目的として、ま
ず、牛乳中の細菌胞子の分布とその諸性質をしらべ、ついで、発芽誘発法の基礎となる、胞子の発芽
機構を知るために、一連の研究をおこなった。
第 1 章では、牛乳中の細菌胞子の分布と、耐熱性、牛乳に対する作用などをしらべ、牛乳中の中温
性好気性有胞子細菌としては、とくに、 Bacillus subtilis に属するものに、耐熱性の強いものが多い
ことを明らかにした。また、発芽を一せいに誘発して耐熱性を消失させることは、従来の知見を利用
するだけでは、必ずしも容易で、なく、発芽機構に関する、より深い理解が必要なことを知った。
第 2 章では、 Bacillus subtilis の Marburg株を用い、発芽にさいして起る諸変化の前後関係をしら
べ、耐熱性の消失、ジピコリン酸の細胞外への放出、光学密度の低下、 spore mucopeptide の分解物
の細胞外への放出 の順に変化が観察されることを明らかにした。また、耐熱性の消失後に、紫外線
(UV) に対する抵抗性が、 一時的に著しく増大することを認めた。
第 3 章では、胞子発芽時における紫外線抵抗性の一時的増大について、速度論的な解析をおこなっ
た。すなわち、発芽時の耐熱性と UV 抵抗性の時間経過から、胞子集団中の個々の胞子が、発芽にさ
いして UV 抵抗性の高い中間段階 (U-Stage) にとゾまる時間 (U- Stage の寿命、 τ) を算定する方
法を考案し、 τ におよぼす発芽条件の影響をしらベた。その結果、 τ は、 heat shock の影響を受けず、
発芽温度、発芽培地のpH、発芽培地中の金属イオンなどによって、それぞれ特徴的な仕方で影響を受
けることを明らかにした。これらの事実から、 U-Stageから発芽状態への移行 (UV抵抗性の消失)は、
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spore mucopeptide の分解によって律速されていると推定した。
第 4 章では、発芽中の胞子を UV 照射したのち、 DNA を抽出し、その形質転換能をしらべること
によって、 U-Stage の胞子の UV 抵抗性が、 DNA の抵抗性にもとづくものであることを明らかに
し、このことから、 U-Stage においては、胞子細胞内の DNA が、特異な存在状態にあると推定し
た。さらに、発芽時における DNA の状態変化が、単なる水分の変化だけによって起るものでないこ
とを示唆する事実が、かなりあることから、発芽の「ひきがねJ が、 DNA の状態変化に関して、重
要な役割を演じるものと推論した。
論文の審査結果の要旨
本論文は細菌胞子の発芽における生理的過程の解析が生物分化の機構解明の手がかりとして重要な
意味をもち、とくに抵抗性の変化に着目すれば殺菌工学の基礎となる重要な事実を把握しうるとの観
点のもとに行われた研究を取りまとめたものである。注目すべき成果として、第 1 に Bacillus subtilis 
に属する胞子の発芽過程において耐熱性の消失後に紫外線に対する抵抗性が一時的に上昇することを
認めたこと、第 2 にこの耐紫外線状態 (U-Stage) の持続期間を適確な方法で:算定し得たこと。第 3
にこの耐性の挙動から、 U-Stage から発芽状態への移行は胞子mucopeptide 分解によって律速され
ることを示唆したこと、第 4 にこの耐性は DNA の紫外線抵抗性に起因することを形質転換の方法に
より明らかにしたことなどをあげることができる。以上の事実の解明は、生物学的に重要な意味をも
っのみならず、殺菌工学に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと
認める。
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